平成２４年度第１回加賀市市民等提案審議会　議事録
【日時】平成２４年７月２４日　１０：００～１２：００
【場所】加賀市役所　３０１会議室
【出席者】寺前市長
　　　　　岩村議長
委員　河村　和徳氏　　古場田　良郎氏　　鹿野　晶子氏
　　　　　萬谷　真理氏　　木戸口　純子氏　　田島　祟行氏　　津幡　一男氏
　事務局　大田企画課長　永田企画課長補佐　田中係長　口出主事
【会議内容】

１．委嘱状交付
２．加賀市長あいさつ

加賀市市民等提案審議会の委員の委嘱をお願いするにあたり、引き受けていただき心から感謝申しあげます。まだ具体的な提案には至っていませんが、様々な意見等につきまして、十分にご審議いただけばと思います。
３．加賀市議会議長あいさつ

市民等提案審議会の委員として、任期２年間よろしくお願いします。市民主役条例は議会提案ということで、全国でも珍しいケースです。説明会の場で、市民からも一番関心のあった提案制度です。これからもっと多くの市民にその趣旨・中身等を説明していきたいと思いますので、皆様のお力も賜りたいと思います。
４．委員自己紹介

河村氏　合併した自治体の中で、頑張っている自治体とは市民からの提案が増えた自治体。そうした経験をふまえ、情報を提供しながらやりたいと思います。

鹿野氏　２年間みなさんと一緒に頑張っていきたいと思います。

木戸口氏　新しい病院の建設計画の会議を傍聴し、興味を持ちました。よろしくお願いします。
津幡氏　今までより住み良い加賀市づくりに、自分の経験・知識を提供しながら、いただいた提案をみなさんと一緒に協議し、貢献したいと思います。

田島氏　加賀市の方で貢献できる機会がなかったので、少しでも加賀市の発展にお手伝いできればと思います。

萬谷氏　加賀市がよりよくなるように、少しでもお手伝いできればと思い引き受けさせていただきました。

古場田氏　商品開発・計画や加賀市でいろんな仕事に携わったことがあります。よろしくお願いします。
５．会長選出

事務局一任により、市民主役条例のアドバイザーを務められました河村氏を選出
会　長　市民ではありませんが、中立的な接点から、また宮城の方で委員をやっているノウハウも生かし頑張りたい。
６．市民等提案制度、審議委員会の運営等について

事務局より規則の説明：別紙参照

・質疑応答

　Ｑ　委　員　　議事録作成・保管等については？

　Ａ　事務局　　議事録は事務局で作成し、審議内容等をホームページ等で公開する。
　Ｑ　委　員　　議事録署名については？
　Ａ　事務局　　議事録署名員を選出する。各委員にも送付し、確認していただく。

　Ｑ　会　長　　委員が提案する場合のルールについては？
　Ａ　事務局　　提案した委員は審議会には参加するが、決裁には加わらないとする。

　Ｑ　委　員　　委員が関係する団体等からの提案については？どこまでが関係団体・組織になるのか？
　Ａ　事務局　　その団体の会員や役員である場合は決に外れていただく。○○地区からの提案が出たからといって、○○地区の委員であっても決に外れることは想定していない。

　Ｑ　会　長　　地域協議会（まちづくり協議会）からの提案の場合は、その地区の委員は外れたほうが良いのでは？そういったグレーゾーンからの提案の際の決裁の取り方は、今後の委員会の課題として、他の事例等を参照して考えていただきたい。
　Ａ　事務局　　今回の意見をまとめた形で、次回の審議会の冒頭で提示し、諮らせていただきたい。

　Ｑ　委　員　　規則第５条に提案書類があるが、市民の人が漏れなく記入して提出するのは少ないのでは？ひな形（例）を作ったほうがよい。

　Ａ　事務局　　作ってみます。

　Ｑ　会　長　　書類になると市民は書けないと思うので、最初の段階は聞き取りしながらや、お金の部分については厳密じゃなくても対応していただきたい。
　Ａ　事務局　　そのあたりは留意して行いたい。

　Ｑ　委　員　　市民等提案制度や市民等提案審議会の認知度は低い。各まちづくりに広報や周知をするなど、これまでとは違った形で周知しなければ、提案があがってこないのでは？
　Ａ　事務局　　条例で周知をし、審議会には報道機関なども活用したい。待つばかりでなく、こちらから出向いて周知も行いたい。

　Ｑ　会　長　　実際は市民の方は素朴な提案すら言えない状況である。自ら現地に出向き話を伺い、素朴な提案も拾えるような施策も必要では？
　Ａ　事務局　　今後の宿題としたい。

　Ｑ　委　員　　どういった内容のものだったら提案できるのか市民には分からないので、提案内容そのもののひな形を作ったほうがよいのでは？

　Ａ　事務局　　提出書類のひな形を作るのと並行して、陳情とはこういったもの、提案とはこういったものを示したい。

　Ｑ　委　員　　提出された提案を選査（選別）するのは？
　Ａ　事務局　　陳情・要望と分かるものについては市で判断する。提案か要望か判断が難しいものについては、審議会で審査していただく。
　Ｑ　会　長　　市全体、少なくとも２、３つの校下にまたがるような提案が出るように公募してほしい。
　Ａ　事務局　　いただいたご意見等を反映させながら審議会として精度を高めたい。

　Ｑ　委　員　　どんな提案でも審議会に報告してほしい。

　Ａ　事務局　　全て報告する形をとりたい。

　Ｑ　委　員　　審議会日程について
　Ａ　事務局　　３ヶ月毎に通知したい。
　Ｑ　委　員　　８月に要望・提案をどのように割り振ったのか、どのようなひな形を作成したのか確認したい。

　　　会　長　　年度初めに出た陳情・要望を参考に勉強会を行いたい。

　Ａ　事務局　　日程調整して開催したい。

　Ｑ　委　員　　出てきた陳情・要望をどのように書き換えたら政策提言になるかを検討する会を開催でもよい
　Ａ　事務局　　いただいたご意見を参考に検討していきたい。
７．講演

演題：「市民主役条例と市民提案」

講師：東北大学情報科学研究科准教授

　　　（加賀市市民等提案審議委員　会長）　河村　和徳氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録署名人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村　和徳　　　　　　印

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古場田　良郎　　　　　印

　　

